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最近のＡＩ（⼈⼯知能）の進展には⽬を⾒張るものがある。⼈の頭で考えうることは、近い
将来ＡＩが取って代わる。⾮常に近い将来において多くの⼈が職を失う。いや、むしろＡＩ
が⼈間の能⼒をはるかに超え、ＡＩ⾃⾝が⼈類をコントロールするのではないかとの話も
ある。シンギュラリティ（技術的特異点）：２０１５年問題である。 
 
私はシンギュラリティなどというものは来ないと思っている。コンピュータに「この写真に
写っているネコはネコである」と認識させるのに、膨⼤なネコの写真を⾒せて学習する必要
があった。ネコならまだよいが、イヌならばネコに⽐べてその顔かたち、⼤きさなどは千差
万別であり、より多くの学習を必要とする。 
 
学習に必要な教材は⼈間がコンピュータに与える必要がある。ちょうど、⾚ちゃんや幼児に
向かって⺟親が「これはネコ」「これはイヌ」と教えているのに相当する。能⼒を増したＡ
Ｉは、世界中のデータを⽤いて、イヌやネコの種類、あるいは個々のネコやイヌを認識する
時代はやってくるかもしれない。しかしながら、⼈間が創造し得るノーベル賞クラスの発明
ができるかというとはなはだ疑問である。「間違いを犯し間違いを許容するのが⼈間」「間違
いを許さないのがコンピュータ」であるからだ。 
 
ＡＩは⾃⾝が導き出した答えは絶対に正しいとするだろう。それに対して、⼈間には８０億
もの多様性があり（世界の⼈⼝は８０億⼈に近づきつつある）、「間違いと思われる結果から
新しい真実を⾒つけ出す」集団としての能⼒を有する。この能⼒こそが⼈類を発展させてき
た原動⼒だ。 
 
さて、「アマゾンの偽ブランド推奨問題」に話を戻すと、まず、ＡＩに学習させたブランド
品の本物と偽物の数が問題となる。そして、その偽物にしても個々にその偽物であると判定
される個所が異なるだろう。たとえば、縫製に問題ありというならば、商品を表⾯的に観て
いるだけではその事実はわからない可能性が⼤きい。表⾯的に⾒るということは写真で情
報を画⼀的に与えるということである。ＡＩを活⽤して真偽を判定するときには、細部に亘
る実に多くの写真を⽤意する必要が⽣じると考えられる。 
 
コンピュータが⼿と⽬を持ち、⾃⾝で細部まで確認する時代を待つ。ただし、それが実現し
たときでも、なにが「真」であるかは⼈間がＡＩに教え込む必要がある。 
 
新聞記事からは良くはわからないが、今のアマゾンのシステムが、「真」のものを選んでい
るのか、「偽」のものをはねているのかが不明である。「真」と判定されてもその中には「偽」
が混じり、「偽」と判定されても「真」が混じる。⼈間的な考え⽅では、「偽」を判定して残
ったものを「真」とするのが素直であるが、⽣き残った「真」の中にも「偽」が含まれる結



果となる。逆に「真」を判定基準にしても、ＡＩが騙されて「真」の中に「偽」が混じりこ
む。今のアマゾンの状況はこのようなことではなかろうか。 
 
ＡＩを鍛えるには多くの学習を必要とする。その教材は⼈間がＡＩに提供する必要がある。
⼈間は多元的に与えられたサンプルを評価するが、ＡＩにそれをさせようとすると⼀つの
サンプルについて多くの情報（多⽅⾯から撮影した多くの写真）を与える必要が⽣じる。 
ＡＩは⼈間が⼿で感じるような質感を感じ取ることは現段階ではまだできない。また、⾒る
⾓度により⾊合いや⾵合いが変わる商品があるが、そのような判断もまだまだである。 
 
ブランド品の真偽鑑定は、もうしばらくは⼈間の能⼒が勝ることになる。そして、たとえＡ
Ｉがブランド品の真偽を１００％⾔い当てられるようになった時でも、真の真たる所以を
ＡＩに教授するのは⼈間であることは間違いない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


